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平成24年度用 内容解説資料(別冊)

平成24年度用 新版 日文 美術
教科書検討の
観点からみた特色 観点別・編集の特色
● 検討の観点からみた特色
P2
● 教科書題材一覧
P8
● 年間指導計画例
P10
● 道徳教育との関連
P14 
● 主な教科書掲載作家・作品リスト
P15

1. 学習指導要領との関連
	主要な観点
	編集上の特色
	該当ページ

	新しい学習指導要領に準拠しているか
	* 教育基本法をふまえ,新しい学習指導要領に従い,各学年の目標と内容および内容の取扱いに示される事項をもれなく取り上げました。題材の設定と配列は,生徒の学習しやすさに配慮しています。
	教科書全般

	表現及び鑑賞の活動の取扱い

	* 望ましい人間形成を果たすためには,幅広い美的体験活動が必要です。表現及び鑑賞の 活動は,生徒個々の主体性や表現意欲,感じ方や考え方の多様性を引き出すことができるように,幅広い視点に立ち,常に関連が図れるよう一体的に扱うようにしました。
	教科書全般


	「美術の創造活 動の喜び」や「美術を愛好する心情」について

	* 生徒が創造活動の喜びを味わい,美術を愛好する心情が育つのは,自分の思いや考え方に基づいた表現活動や鑑賞活動に取り組み,充実感を味わえたときです。生徒が強い興味や関心を抱いて創造活動に取り組み,生涯にわたって美術を愛好していく基礎 が育めるように,魅力ある題材の設定や作品の掲載に配慮しました。
	教科書全般


	「感 性」や「美 術の基礎的能 力」,「美 術 文 化」,「豊かな情 操」について

	* 感性
感性を豊かにするため,表現や鑑賞の活動を通して,視覚や触覚などを働かせ,心で 観る体験の積み重ねができるように,題材の設定や配列,掲載作品の選択などには十分な配慮をしました。
* 美術の基礎能力
1年生では表現及び鑑賞の基礎的能力を確実に身に付け,上級学年でそれを伸長させ, 創造的な能力として発展させることができるように,題材の設定や配列に工夫をしました。
* 美術文化   

古くから受け継がれてきた美術作品や,生活の中の様々な用具や造形などから,その国や時代に生きた人々の美意識や創造性について理解できるように配慮しました。
* 豊かな情操
情操は豊かな精神の根幹をなすものであり,美術は豊かな情操を養うために特に適した教科です。表現と鑑賞の活動を通じて,美しいものに憧れ,それを求め続けようとする豊かな心の働きを養えるように,題材の設定や配列,掲載作品の選択などに配慮しました。
	教科書全般


	〔共通事項〕

	* 表現と鑑賞の2領域で必要な資質や能力となる〔共通事項〕について,生徒自身が意識して題材に取り組めるように,各ページの主文において形,色彩,イメージ,材料 などのキーワードを盛り込みました。
	教科書全般


	「主題」に ついて

	*「A表現(1)」の指導事項にある「主題を生み出すこと」「主題などを基に表現の構想を練る」については,生徒自らが自分の表したい主題を生み出し,自分の感覚によって表現していくことができるように手がかりを明示しました。

	教科書全般


	目的や機能を考える

	*「A表現(2)」の発想や構想をするときの元となる「目的や機能」について教科書内で手がかりを明示しました。

	教科書全般



2. 内容の適切度
	主要な観点
	編集上の特色
	該当ページ

	編集意図の 新鮮さ・明確さ

	* 生きる力
学習指導要領の目標を踏まえ,「生きる力」を感性や創造力などとともに身に付けていくことを編集意図の根幹に据えました。
* 言語力とコミュニケーション力
これからの時代を生きる生徒たちに身に付けてほしい能力として,言語力とコミュニケーション能力が挙げられます。美術の学習を通してそれらの能力の育成を図ることを編集の基本方針とし,その意図が明確に伝わるように,題材の開発や掲載作品の選択に配慮するなど編集方法を工夫しました。
	教科書全般


	内容の程度・傾向への配慮

	* 生徒主体の題材
生徒が自らの成長や発達,関心や意欲に即して主体的な創造活動を展開できることを願い,生徒の目の高さに立った適切な題材を取り上げるように配慮しました。
* 公平さを重視
特定の主義や主張に基づいた題材設定や作品選択ではなく,生徒の生活経験に即し,なじみやすく,男女の性差による好みの違いや共通性などにも配慮して,公平で魅力に富んだ題材を取り上げました。
	教科書全般


	正確性への配慮

	* 作品データ
掲載作品は,美術の教科書として必要な情報が正しく伝わるように配慮し,可能な限り原作に忠実な印刷を目指しました。作品と作家のデータは,正確さとわかりやすさに細心の注意を払いました。
* 文章表現
生徒の心情に訴え,美術の学習に対する関心や意欲を高め,学ぶ内容を確実に理解できるような配慮をしました。
* 使用漢字
漢字は教育漢字や常用漢字であることや,題材を学習する学年を考慮して使用しました。未習漢字にはルビを用いるなど,学習がスムースに行われるように配慮しました。
	教科書全般


	時代への適応性

	* これからの時代の全ての人々が心豊かに生活できる社会を築き上げるための能力・思考が必要であると考え,美術の学習を通して確実に身に付けることができるように, 時代に適応した題材を設定しました。
	1年p 20・21 2・3上p16・17, p32・33,p34・35 

2・3下p20・21, p22・23



	国際理解の視点

	* さまざまな国々や民族の美術・工芸品を取り上げることによって,多様で豊かな美術 の世界の広がりに目を向け,異文化に対する理解を深められるように配慮しました。
	1年p38・39 2・3下p17,p35, p36・37,p38・39, p40・41,p43~45



	アジアの文化についての視点

	* 広大な範囲に及ぶアジアの地域から,日本の近隣であるインドから東アジア地域の美術に目を向け,共通点や違いなどに着目し,東アジア独自の美術の魅力を味わえるように題材を設定しました。
	1年p38・39 2・3下p36・37



	文化や伝統の尊重の視点

	* 美術文化を尊重する心を育てる
日本及び諸外国の美術文化に対する関心を深め,それらを尊重する心情や態度を育てられるように,親しみやすい内容の鑑賞題材を設定しました。
* 美術文化を受け継ぐ意識を育む
美術は人間の文化の結晶です。時代を経ても変わることない価値を有する美術作品が 数多く存在することを学び,それらについて理解し,価値を受け継いでいく意識を育めるように,題材の設定や作品の選択に配慮しました。
* 伝統的文化遺産への理解を深める
日本の伝統的な文化遺産を数多く取り上げ,それらの造形的な魅力を味わい,深く理解できるように,題材の設定や作品の選択,掲載の方法を工夫しました。

	1年p17,p43・44 2・3上p22~25,p31 2・3下p14・15, p23・33 など 2・3上p22~25,p31, p46・47 2・3下p40・41 

など 

1年p36・37 2・3上p26・27 2・3下p17,p34・35 

など 

※本誌p14「道徳教育との関連」参照


	言語活動充実の視点
	* 形や色彩を通して,感じたり表したり,伝え合ったりする「言葉を超えるコトバの力」を育むことを大切にしました。掲載された作品に生徒の言葉を添えたり, 話し合っている場面を紹介したり,さらには「伝え合う」ことをテーマとした章構成を設けたりするなど言語活動の充実に配慮しました。
	1年p10・11,p20・21, p24~27 

2・3上p5,p11,p15,

p34~41 2・3下p5,p12・13, p20・21,p27 など

	人権尊重の視点

	* 表現や鑑賞の活動を通して,自己と他者,個人と社会とのかかわりの重要性に気付き,生命を尊重する意識を共有できるようになることを願いました。互いのよさを認め合い,他者を思いやる心情が養われ,さまざまな人たちとの共生に配慮した環境を創り出すために必要な能力を身に付けられるように,題材の設定や掲載作品の選択の際に積極的な配慮をしました。

	1年p16・17,p20・21 

2・3上p4・5,p6・7 p28・29,p32・33, p34・35,p40・41 

2・3下p2・3,p22・23, p24・25,p29, p30・31,p37 ※本誌p14「道徳教育との関連」参照


	平和教育の視点

	* 表現や鑑賞の活動を通して平和の大切さを理解し,平和な世界を築き上げていくために積極的に働きかけていく姿勢が育つことを願い,題材の設定や掲載作品の選択に配慮しました。
	1年p22 2・3下p18・19, p46・47



	環境保護の視点

	* 自然の大切さを知る
身近な環境や自然に目を向け,それらを大切にする心や積極的に守っていく姿勢が育つことを願い,身近な環境や自然の保護について学習する題材を設定したり,作品を取り上げるなど配慮しました。
* エコへの意識を高める
再生可能な資源を使用したデザイン活動を考えていくことは,世界的な規模の課題となることが予測されます。この考えに基づいた新たな題材を設定し,環境と美術について深く学べるように配慮しました。
	1年p9,p14・15

2・3上p24・25, p29,p40

2・3下p20・21,p23

	知的財産権や 肖像権への配慮

	* 著作権や肖像権については各冊子で説明を入れることで,生徒が意識できるようにするとともに,法の徹底遵守を根付かせるように工夫しました。
	1年,2・3上下p3 

2・3上p42




3. 学習効果への配慮
	主要な観点
	編集上の特色
	該当ページ

	基礎・基本のおさえ

	* 表現や鑑賞の活動を通して,生徒一人一人が造形的な基礎的能力を総合的に身に付けられるように,題材の設定や掲載作品の選択に配慮しました。

	教科書全般


	学習指導への配慮

	* テーマ内で弾力的な題材設定が可能
指導のねらいや生徒の実態に応じて,題材を一体的に扱ったり選択して扱ったりと, 多様で弾力的な学習指導が可能なように,題材の設定や掲載作品の選択に工夫をしました。
* 学習のねらい
各テーマの冒頭に,「発想・構想」「創造的な技能」「鑑賞」にかかわるねらいを明確に記載しました。生徒が主体的かつ効果的に学習に取り組めるように工夫しました。
	教科書全般


	生徒の美術への 関心・意欲・態度を高めるための配慮
	* 主体的に取り組める題材の設定
生徒が主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組み,その喜びを味わい,美術を愛好していくことを願って題材を設定しました。生徒の関心や意欲に訴える題材となるように,内容や掲載作品の選択に配慮し,生徒の心に響くような文章を心がけました。
* 発達段階への配慮
生徒の成長・発達を考え,適切で多様な参考作例を数多く紹介し,創造的な活動が幅広く活発に行われるように配慮しました。
	教科書全般


	生徒の発想や構想の能力を高めるための配慮

	* スケッチの学習
発想・構想の能力を高めるために,『美術1』ではスケッチの活動を重視しました。「知 る」「考える」「伝える」などスケッチの種類を紹介し,制作・発表あらゆる場面で活 用できるように配慮しました。
* 1年生
1年生では見たことや想像したことなどを基に主題を発想し,心豊かに表現する構想を練ることができるように題材設定に配慮しました。
* 2・3年生
上級学年では創造的な美の追求や,想像力を働かせてイメージの世界をつくり上げるなど,造形性や内面的価値を重視した表現ができる題材設定に配慮しました。
	1年p8・9,p10・11

1年 教科書全般
2・3 上下 教科書全般


	生徒の創造的な技能を高めるための配慮

	* 1年生
1年生では意図に応じた材料や用具の生かし方など,基礎的な技能を身に付けられることを願い,多様な表現技法を体験することができる題材を設定しました。
* 2・3年生
上級学年では材料や用具の生かし方などを総合的に考え,自分の表現方法を創意工夫して美しく表現できる題材を設定をしました。
* 学年共通
生徒が発想・構想したことをもとに表現方法を創意工夫できるように制作プロセスを 豊富に示したほか,参考にできる資料ページを巻末に設定しました。
	1年 教科書全般
2・3 上下 教科書全般
教科書全般


	生徒の鑑賞の能力を高める
ための配慮

	* 掲載作品の工夫
鑑賞図版は自然に対話が生まれ,よさや美しさを感じ取る能力を育てられるように, 掲載図版の選択やレイアウトを工夫しました。全てのページにおいて鑑賞の能力が育てられるように配慮しました。
* 題材設定の工夫
身近な造形物や文化遺産などについての理解を深め,心豊かに生きることと美術とのかかわりに関心をもち,よさや美しさを味わう鑑賞の能力を高められるように題材設定を配慮しました。
	教科書全般
1年 p 6,p12,p17, p19,p20・21,p23, p26,p28,p37,p44

 2・3上p16・17,p22, p35,p36・37,p43・44

	地域性への配慮

	* 全国で対応できる題材
地域の実態に合わせて入手可能な材料で学習できるように工夫したり,テーマ設定にも配慮したりして,どの地域の学校でも対応可能な構成にしました。
* 地域性が生かせる題材
地域性を生かした自然材料を積極的に使用して表現に活用したり,地域独自の表現テーマや方法を学習できる題材を設けて,地域についての認識を深め特色のある授業が展開できるように配慮しました。
	教科書全般
1年p12・13, p14・15,p37 2・3上p18~21,p40 

2・3下p20,p23, p26・27,p30・31

	個人差への配慮

	* 生徒が自らの個性や関心,成長・発達に応じて意欲的に活動に取り組み,その成果を蓄積し発展させられるように,学習内容の難易度や発展性,変化と柔軟性を考慮した題材の設定を心がけました。
	教科書全般


	他教科や小・高等学校との関連

	* 他教科との関連
他教科の学習内容を研究分析し,その結果を踏まえて題材を設定することで,美術科で学習する内容がよりいっそう明確になり,広がりと深まりを持てるように配慮しました。
* 小中連携
1年生では小学校での学習内容を踏まえ,美術科の内容に抵抗なく入れるように図画工作科で学んだことと関連付けるページを設けました。
* 高等学校との関連
上級学年では広がりと深まりを持った内容を学習することで,よりいっそう美術の世界への興味を抱き,高等学校の美術の学習に興味をつなげていけるようにするなど, 配慮しました。

	1年p34・35,p38・39 

2・3下p30・31, p32・33,p43~45

1年p4~7

2・3上下 教科書全般


	総合的な学習 との関連
	* 題材設定において「総合的な学習の時間」との関連付けを考慮し,また美術科で学んだ内容や身に付けた能力が効果的に生かされるように配慮しました。
	2・3上p31,p40 

2・3下p29,p31,p37




4. 編成度,
	主要な観点
	編集上の特色
	該当ページ

	題材の系統性についての配慮

	* 学習指導要領「美術」の目標を達成できるように系統立てた題材設定をし,3年間学習することで確実に内容が身に付くように配慮しました。
	教科書全般


	内容の配分や 学年の順序性に 対する配慮

	* 偏りのない内容
掲載する内容は特定の領域や分野への偏りがなく,生徒が過不足なく美術の内容を学習できるように配慮しました。全体の調和とバランスを考えて題材を設定しました。
* 使いやすい3分冊
生徒の成長・発達を考慮し,生徒が主体的に興味を持って学習に臨み,自然に学習内容が深まっていく効果が期待できるように,題材の順序性を考えて3分冊に配置しました。
	教科書全般


	内容の分量の適切性

	* 地域や学校の実態,生徒の状況に合わせた効果的な学習を可能にするためには,題材を選択したり関連付けて扱ったりすることもあります。そのために必要となる適切な分量の内容を取り上げました。
* 表現と鑑賞,さらには表現領域内の分野ごとに適切な量の題材を取り上げ,バランスよく効果的なカリキュラムが組めるように配慮しました。
	教科書全般


	文章表現の適切性

	* 文章構成
生徒たちが学習内容を理解する上での貴重な情報となるように,基本的には以下の内 容で構成しました。
1 題材名・・・タイトルは生徒の興味を引き出すため,印象的な言葉で完結に表し,サブタイトルによって学びの内容を具体的に伝える工夫をしました。
2 学びのねらい・・・学習の内容を理解しやすいように,3観点の学びのねらいを題材名の近くに簡潔な文章で示しました。
3 学習内容(主文)・・・生徒の心情に訴え,表現意欲を高めることができるような文章を心がけました。また,形,色,イメージ,材料などのキーワードを盛り込むことで,生徒が自然と〔共通事項〕を意識できるように工夫しました。
4 ポイント・・・生徒の表現や鑑賞活動,発想・構想の手がかりを示しました。 

5 作品解説・・・生徒の作品鑑賞のきっかけとなるように,作品の特徴や鑑賞のポイントを端的な短文で示しました。
 6 安全マーク・・・用具の取扱いなど安全面での注意を示しました。
7 関連ページとのリンク・・・ 内容の関連があるページへのリンクを示し,さまざまなページを横断して学習できる配慮をしました。
8 作者の言葉・・・複数の作品に作者の言葉を掲載し,生徒の表現や鑑賞及び言語活動への動機付けに,いっそう効果が上がるように配慮しました。
	教科書全般


	作例や情景 写真、図解などの適切性

	* 学習に役立つ作品
各題材で取り上げている作品は,内容や視覚効果を十分に吟味し,学習に役立つ情報源となるように提示しました。
* 視覚効果の重視
視覚効果を重視し,作品や情景写真,図解などの表示方法を工夫し,学習を効果的に進められるように配慮しました。
* データの掲載
作品には材料・技法・大きさなどをデータとして掲載し,作品の理解を深め,イメー ジを把握しやすいようにしました。
	教科書全般


	レイアウトの適切性

	* レイアウトの工夫
美術の教科書にふさわしい美しい色調と格調高いレイアウトで紙面を統一し,生徒の学習意欲を高め,生涯飽きずに持っていられる美術書となるように工夫しました。
* 掲載作品を生かす工夫
掲載作品が最も美しく効果的に見えるようにレイアウトを工夫しました。教科書全体を鑑賞資料として十分に活用できます。
* 書体の工夫
生徒が学習しやすい書体や文字の大きさを考慮し,文字の色や文章の配置にも配慮しました。
	教科書全般



5. 造本・体裁
	主要な観点
	編集上の特色
	該当ページ

	印刷の鮮明度

	* 作品を忠実に再現
印刷は最新の製版・印刷技術を駆使し,生徒作品や美術作品が持っているニュアンスや材質感などの忠実な再現に努めました。
* 最適な用紙
用紙は印刷効果に優れた丈夫な用紙として,美術の教科書に最も適している良質コート紙を使用しました。
	教科書全般


	製本の堅牢性

	* 綴じ・造本について
製本は30箇所以上の細かい目をつけたミシン糸の中綴じ,見返しつきで,長期の使 用に耐える堅牢で丈夫な造本にしました。
* 折り込みページについて
巻末の折り込みページには,色や技法などの資料をまとめました。必要なときにペー ジを開くことで,他のページを使用している際にも学習の参考にできるように工夫しました。
* 耐久性について
表紙は耐水性のあるコーティングを施し(PPフィルム貼り),美しく丈夫でかつ 水濡れに対しても耐久性を高くしました。

	教科書全般 

1年,2・3上下
p42~45 

教科書全般


	装丁の工夫

	* 鑑賞にも利用できる表紙
表表紙では著名な美術作品の部分をアップで掲載し,生徒の学習意欲を高める役割を果たすとともに,細部を鑑賞することで,作家の造形に対する追求の姿勢を学ぶことができるように工夫しました。
* 裏表紙の工夫
裏表紙では表表紙に掲載した作品の全図を紹介。P2~3オリエンテーションで掲載した作品の全図及び解説も紹介し効果的な比較鑑賞の学習を可能にしました。

	表紙


	安全性

	* 使用インク
大豆油インキを使用し,従来の印刷に比べ人体への影響を少なくしています。また, 化学物質に過敏な生徒への配慮から,表紙の表面加工を工夫するなど,化学物質の残 存値を少なくするために努力しました。

	教科書全般


	環境への配慮

	* 再生紙の利用
写真の鮮明性を保ちながら,資源保護へ配慮するため,表紙・本文ともに再生紙を使用しています。
* 環境への配慮
印刷工程での環境への配慮という観点から,大豆油インキを採用しています。
	教科書全般



